
図１ 容積重測定方法 ((一社)畜産環境整備機構HP)
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「“良質な”堆肥づくりを目指して」
今月は、堆肥を有効活用するための堆肥づくりについてご紹介します！
良質な堆肥を牧草地に施用することができれば、土壌の物理性の改善、保肥力の向上などの土壌
改良効果に加え、堆肥に含まれるリンやカリを利用し、化成肥料を削減すれば、コストの削減にもつ
ながります！

２.作り方 ①容積重が重要！ 「１０Ｌバケツ」と秤で測定

１.“良質な堆肥”とは？

堆肥化にとって重要なのは通気性であり、その指標が「容積重」です。
容積重は現場で簡単に測定可能です。最適な容積重は0.65～0.75㎏/Lであり、これを目指して
牛ふんと副資材（オガクズなど)を混合します。最適な混合割合を確認するためにも、容積重を測定し
ましょう(図１)。

堆肥の原料となる家畜ふんと副資材にはそれぞれ肥料成分や吸水性などの物理性が異なることから、
これらを考慮して利用する必要があります。

★作業者が取扱いやすく、作物に安全なもの ★雑草の種子が死滅し、衛生面で安全なもの

腐熟不足の堆肥を施用すると…
→土壌中の微生物による有機物の分解が
急速におこり、土壌中の酸素や窒素が大
量消費され、土壌が酸欠状態となり、牧草
などの生育障害につながる。

ほとんどの雑草種子は、堆肥の発酵温度60℃、
２日間により死滅

ほとんどの病原菌・寄生虫は、堆肥の発酵温度
60℃、短期間で死滅

②家畜ふん・副資材の特徴を知る

表１ 一般的な堆肥成分例 （水分以外は乾物当たり含有率）

上表 竹下ら,福岡県農業総合試験場研究報告33（2014）
右表 利点,欠点,堆肥化に要する時間：堆肥化施設設計マニュアル(2001)、

水分,容積重,容水量,牛ふん100kgに対する混合量の目安：柴田ら,
有機質資材が家畜ふんの物性改良に及ぼす効果(1986)

表2 主な副資材の特徴

(サルモネラ菌：60℃,15分、ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ：45℃,6時間)

資材名
水分
(%)

窒素
(%)

リン酸
(%)

カリ
(%)

牛ふん堆肥
(オガクズ混合)

52.7 1.33 2.02 2.82

資材名 利点 欠点
水分
(%)

容積重
(kg/L)

堆肥化に
要する期間

オガクズ
通気性高い
吸水性高い

高価
分解遅い

14.7 0.10 ６か月

モミガラ 通気性高い
吸水性低い
分解遅い

11.0 0.09 ６か月

稲わら
通気性高い
吸水性高い

収集困難 13.9 0.07 ３か月
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お問い合わせ：奥州農業改良普及センター0197-35-8451/一関農業改良普及センター0191-52-4961

③「切り返し」は週１回！

堆肥化とは、微生物に有機物を分解してもらうことなので、堆肥中に空気を入れることが必要です。
堆積した堆肥に空気が入り込めるのは表面から30cmまでなので、中心まで空気を送るために、
ショベルローダなどで切り返しを行います

★堆肥の切り返し頻度

温度が60℃まで上がる場合は週１回

温度が上がらなくなってきたら月１回程度

通常は切り返し後
１～３日で
温度上昇！

★堆肥の温度が上がらない場合は？

多くの場合・・・
容積重を0.65kg/L程度にすれば良好
な発酵をするので、これを目標に副資材
を追加してみましょう。

副資材を少し減らし、最低限の副資材
で良好な発酵ができるところを探して
コスト低減に努めましょう。

温度上昇を確認したら・・・

堆肥が発酵できる状態の通気性になって
いるかを確認するため「容積重」を測定し
てみよう！

週１回毎 月１回毎

温度計測には、壊れに
くく、深く刺すことがで
きる、堆肥用の温度計
(約8千円)がおすすめ
だよ！

★堆肥の温度測定

図２ 一次発酵と二次発酵（畜産環境技術研究所HP）


